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室町時代から戦国時代にかけて２００余年に
わたり美濃国を中心に勢力をふるった守護
土岐氏は、天文４年（１５３５）、長良川の洪水
をきっかけに、山県市大桑地区に守護所（守
護の居館）を移し、大桑城や城下町を整備し
ました。
大桑城はその後、斎藤道三に攻め入られて
落城し、守護土岐頼芸は美濃を追放されまし
た。大桑城は、守護土岐氏の最後の居館と
なったのです。

大桑城が築かれた古城山に足を踏み入れる
と、今なお残る遺構から、要害堅固な山城で
あったことを感じることができます。そして、山
頂から広大な濃尾平野を望むとき――かつ
てこの地を支配した一族の興亡に思いを馳
せることができるでしょう。
山県市には、土岐支流の代表的な武将である
明智光秀の「生誕の地」の伝承も残っていま
す。若き光秀も仰いだであろう山城、大桑城は、
美濃をめぐる激動の歴史を今に伝えています。

　土岐氏は清和源氏の流れをくむ、美濃を地
盤とした武士の一族です。室町時代初期に
は、足利尊氏などの信頼を得て美濃、尾張、伊
勢の三ヵ国の守護に任命され、その後は戦国
時代にかけて美濃国守護を務めました。
　天文４年（１５３５）、長良川で大洪水が起こ
り、枝広（現在の岐阜市長良）にあった守護所
（守護の居館）が水災により廃絶したことに伴
い、大桑に守護所が移され、大桑城や城下町
が整備されていったと考えられます。
　しかし、守護土岐氏と斎藤道三の戦いが始
まり、大桑は戦場と化しました。天文21年
（1552）、ついに大桑城は落城し、土岐氏最後
の守護・頼芸は美濃から追放されます。ここに
200余年にわたり続いた土岐氏の美濃国統治
は終焉を迎えました。その後、道三は、大桑城下
の町人を稲葉山城（後の岐阜城）の城下・井口
へ移したと伝えられています。
　大桑地区には、現在でも戦国時代をしのばせ
る史跡などが数多く残っており、大桑城跡は標
高４０７．５ｍの古城山山頂一帯にあります。
　山頂を目指し、古城山登山口からコースを

西暦 （元号） 事項

しばらく進むと、門や入場者の監視施設が
あったとされる番所跡（①）があり、地面を四
角く切り出すことで周囲より高くした段や、大
きめの石を積み上げた石垣の跡に囲まれてい
ます。こうしたつくりは、越前朝倉氏の拠点・一
乗谷（現在の福井市）の石垣や庭園の石組み
の特徴と類似しており、大桑城が越前国の影
響を受けたことをうかがわせます。道中には、
ところどころに石垣や、斜面を削り平らに造成
した曲輪を確認することができます。曲輪には
配置された位置や用途に応じて屋敷・監視
所・馬場といったさまざまな建物などが築かれ
たと考えられています。また、城の周囲の山腹
には堀切や竪堀が設けられ、外敵が容易に侵
入できないようになっており、大桑城が堅固な
守りを誇る山城であったことを物語ります。
　城の中心・主郭部（③）には、石碑とともに
昭和６３年に建てられたミニ大桑城があり、眼
下には岐阜城がある金華山まで見渡せる、雄
大な景色が広がります。
（  ）内、記号はP.30、31「大桑城 古城山歴史・登山
マップ」に準ずる
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発行／山県市教育委員会 Tel.0581-22-6845
本マップは平成30年度岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を受けています。

１５１９年 （永正16年） 美濃国守護土岐政房が死去。子の頼武が守護になる
１５２５年 （大永５年）  この頃から、斎藤道三の父が台頭する
１５３２年 （天文元年） 頼武が枝広（現在の岐阜市長良）に守護所を置く
１５３５年 （天文４年） 長良川大洪水で枝広の守護所が水災。大桑城を整備し、守護所を移す
１５３６年 （天文５年） 頼武の弟・頼芸が守護になる
１５４２年 （天文11年） 斎藤道三が大桑へ進攻する（「大桑大乱」）
１５４７年 （天文16年） 頼武の長男・頼純が死去する
１５４９年 （天文18年） 道三の娘が織田信長に嫁ぐ
１５５２年 （天文21年） 道三が頼芸を大桑から追放し、守護土岐氏は没落する。道三が稲葉山城下町を整備する

美濃国守護土岐氏 最後の居館

明智光秀も仰いだであろう山城

歴史・登山マップ

岐阜県山県市

プロローグ一．表紙には、大桑城山頂から見る朝日の写真を使用
し、山頂からの眺望や、雄大な歴史を伝えます。
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室町時代から戦国時代にかけて２００余年に
わたり美濃国を中心に勢力をふるった守護
土岐氏は、天文４年（１５３５）、長良川の洪水
をきっかけに、山県市大桑地区に守護所（守
護の居館）を移し、大桑城や城下町を整備し
ました。
大桑城はその後、斎藤道三に攻め入られて
落城し、守護土岐頼芸は美濃を追放されまし
た。大桑城は、守護土岐氏の最後の居館と
なったのです。

大桑城が築かれた古城山に足を踏み入れる
と、今なお残る遺構から、要害堅固な山城で
あったことを感じることができます。そして、山
頂から広大な濃尾平野を望むとき――かつ
てこの地を支配した一族の興亡に思いを馳
せることができるでしょう。
山県市には、土岐支流の代表的な武将である
明智光秀の「生誕の地」の伝承も残っていま
す。若き光秀も仰いだであろう山城、大桑城は、
美濃をめぐる激動の歴史を今に伝えています。

　土岐氏は清和源氏の流れをくむ、美濃を地
盤とした武士の一族です。室町時代初期に
は、足利尊氏などの信頼を得て美濃、尾張、伊
勢の三ヵ国の守護に任命され、その後は戦国
時代にかけて美濃国守護を務めました。
　天文４年（１５３５）、長良川で大洪水が起こ
り、枝広（現在の岐阜市長良）にあった守護所
（守護の居館）が水災により廃絶したことに伴
い、大桑に守護所が移され、大桑城や城下町
が整備されていったと考えられます。
　しかし、守護土岐氏と斎藤道三の戦いが始
まり、大桑は戦場と化しました。天文21年
（1552）、ついに大桑城は落城し、土岐氏最後
の守護・頼芸は美濃から追放されます。ここに
200余年にわたり続いた土岐氏の美濃国統治
は終焉を迎えました。その後、道三は、大桑城下
の町人を稲葉山城（後の岐阜城）の城下・井口
へ移したと伝えられています。
　大桑地区には、現在でも戦国時代をしのばせ
る史跡などが数多く残っており、大桑城跡は標
高４０７．５ｍの古城山山頂一帯にあります。
　山頂を目指し、古城山登山口からコースを
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しばらく進むと、門や入場者の監視施設が
あったとされる番所跡（①）があり、地面を四
角く切り出すことで周囲より高くした段や、大
きめの石を積み上げた石垣の跡に囲まれてい
ます。こうしたつくりは、越前朝倉氏の拠点・一
乗谷（現在の福井市）の石垣や庭園の石組み
の特徴と類似しており、大桑城が越前国の影
響を受けたことをうかがわせます。道中には、
ところどころに石垣や、斜面を削り平らに造成
した曲輪を確認することができます。曲輪には
配置された位置や用途に応じて屋敷・監視
所・馬場といったさまざまな建物などが築かれ
たと考えられています。また、城の周囲の山腹
には堀切や竪堀が設けられ、外敵が容易に侵
入できないようになっており、大桑城が堅固な
守りを誇る山城であったことを物語ります。
　城の中心・主郭部（③）には、石碑とともに
昭和６３年に建てられたミニ大桑城があり、眼
下には岐阜城がある金華山まで見渡せる、雄
大な景色が広がります。
（  ）内、記号はP.30、31「大桑城 古城山歴史・登山
マップ」に準ずる
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本マップは平成30年度岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を受けています。

１５１９年 （永正16年） 美濃国守護土岐政房が死去。子の頼武が守護になる
１５２５年 （大永５年）  この頃から、斎藤道三の父が台頭する
１５３２年 （天文元年） 頼武が枝広（現在の岐阜市長良）に守護所を置く
１５３５年 （天文４年） 長良川大洪水で枝広の守護所が水災。大桑城を整備し、守護所を移す
１５３６年 （天文５年） 頼武の弟・頼芸が守護になる
１５４２年 （天文11年） 斎藤道三が大桑へ進攻する（「大桑大乱」）
１５４７年 （天文16年） 頼武の長男・頼純が死去する
１５４９年 （天文18年） 道三の娘が織田信長に嫁ぐ
１５５２年 （天文21年） 道三が頼芸を大桑から追放し、守護土岐氏は没落する。道三が稲葉山城下町を整備する

東海北陸自動車道東海北陸自動車道

東
海
北
陸
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

157157

2222

156

156

248

248

248

256

157

157

21

22

岐阜環状線岐阜環状線

岐阜環状線岐阜環状線

金華山ドライブウェイ金華山ドライブウェイ

河渡橋河渡橋

大縄場大橋大縄場大橋

忠節橋忠節橋

藍川橋藍川橋

千鳥橋千鳥橋

金華橋金華橋

鶯谷トンネル鶯谷トンネル

岩戸トンネル

金華山トンネル金華山トンネル

東海環状自動車道東海環状自動車道

今川橋今川橋

千疋大橋千疋大橋
千疋橋千疋橋

東海環状自動車道
東海環状自動車道

至関広見 I.C

至関広見 I.C

至岐
阜I
.C（
仮称
）

至岐
阜I
.C（
仮称
）

関広見 IC関広見 IC

高田坂高田坂

大矢田トンネル大矢田トンネル

新境川堤新境川堤

各務原トンネル各務原トンネル

岐阜各務原 IC岐阜各務原 IC

岐阜市

各務原市

山県市

岐南町

関市

荒田川 荒田川中部放水路

境川

新荒田川

板屋川

伊自良川

鳥羽川

松尾池

長良川

板屋川

御望山

如来ヶ岳

城ヶ峰
眉山

百々ヶ峰

権現山

金華山

北山

鷺山

津保川

今川 観賞池

御林山

半道川

天王山

新境川

三井山

荒井山

伊自良湖

釜ヶ谷

源太峰

岸見山

四国山香りの森公園

大桜グラウンド

岐阜県立幸報苑

古城山

古城山
登山口

北

大桑

県庁

岐阜市役所

西部支所

武芸川事務所

各務原市役所

伊自良支所

岐南町役場

高富I.C（仮称）

稲葉山城

大桑城
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岐阜環状線岐阜環状線

鵜飼い大橋鵜飼い大橋

井ノ口トンネル井ノ口トンネル

高富トンネル高富トンネル
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山県市役所

鏡島大橋鏡島大橋
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一色橋一色橋

武儀川

鳥羽川

大桑城

稲葉山城

長良橋長良橋

岐阜城
↓

室町時代から戦国時代にかけて２００余年に
わたり美濃国を中心に勢力をふるった守護
土岐氏は、天文４年（１５３５）、長良川の洪水
をきっかけに、山県市大桑地区に守護所（守
護の居館）を移し、大桑城や城下町を整備し
ました。
大桑城はその後、斎藤道三に攻め入られて
落城し、守護土岐頼芸は美濃を追放されまし
た。大桑城は、守護土岐氏の最後の居館と
なったのです。

大桑城が築かれた古城山に足を踏み入れる
と、今なお残る遺構から、要害堅固な山城で
あったことを感じることができます。そして、山
頂から広大な濃尾平野を望むとき――かつ
てこの地を支配した一族の興亡に思いを馳
せることができるでしょう。
山県市には、土岐支流の代表的な武将である
明智光秀の「生誕の地」の伝承も残っていま
す。若き光秀も仰いだであろう山城、大桑城は、
美濃をめぐる激動の歴史を今に伝えています。

　土岐氏は清和源氏の流れをくむ、美濃を地
盤とした武士の一族です。室町時代初期に
は、足利尊氏などの信頼を得て美濃、尾張、伊
勢の三ヵ国の守護に任命され、その後は戦国
時代にかけて美濃国守護を務めました。
　天文４年（１５３５）、長良川で大洪水が起こ
り、枝広（現在の岐阜市長良）にあった守護所
（守護の居館）が水災により廃絶したことに伴
い、大桑に守護所が移され、大桑城や城下町
が整備されていったと考えられます。
　しかし、守護土岐氏と斎藤道三の戦いが始
まり、大桑は戦場と化しました。天文21年
（1552）、ついに大桑城は落城し、土岐氏最後
の守護・頼芸は美濃から追放されます。ここに
200余年にわたり続いた土岐氏の美濃国統治
は終焉を迎えました。その後、道三は、大桑城下
の町人を稲葉山城（後の岐阜城）の城下・井口
へ移したと伝えられています。
　大桑地区には、現在でも戦国時代をしのばせ
る史跡などが数多く残っており、大桑城跡は標
高４０７．５ｍの古城山山頂一帯にあります。
　山頂を目指し、古城山登山口からコースを

西暦 （元号） 事項

しばらく進むと、門や入場者の監視施設が
あったとされる番所跡（①）があり、地面を四
角く切り出すことで周囲より高くした段や、大
きめの石を積み上げた石垣の跡に囲まれてい
ます。こうしたつくりは、越前朝倉氏の拠点・一
乗谷（現在の福井市）の石垣や庭園の石組み
の特徴と類似しており、大桑城が越前国の影
響を受けたことをうかがわせます。道中には、
ところどころに石垣や、斜面を削り平らに造成
した曲輪を確認することができます。曲輪には
配置された位置や用途に応じて屋敷・監視
所・馬場といったさまざまな建物などが築かれ
たと考えられています。また、城の周囲の山腹
には堀切や竪堀が設けられ、外敵が容易に侵
入できないようになっており、大桑城が堅固な
守りを誇る山城であったことを物語ります。
　城の中心・主郭部（③）には、石碑とともに
昭和６３年に建てられたミニ大桑城があり、眼
下には岐阜城がある金華山まで見渡せる、雄
大な景色が広がります。
（  ）内、記号はP.30、31「大桑城 古城山歴史・登山
マップ」に準ずる

守護土岐氏と大桑城

交
通
マッ
プ
で
見
た
2
城
の
位
置

大桑城と守護土岐氏の関わり年表

くる  わ

いの くち

おお が

発行／山県市教育委員会 Tel.0581-22-6845
本マップは平成30年度岐阜県清流の国ぎふ推進補助金を受けています。

１５１９年 （永正16年） 美濃国守護土岐政房が死去。子の頼武が守護になる
１５２５年 （大永５年）  この頃から、斎藤道三の父が台頭する
１５３２年 （天文元年） 頼武が枝広（現在の岐阜市長良）に守護所を置く
１５３５年 （天文４年） 長良川大洪水で枝広の守護所が水災。大桑城を整備し、守護所を移す
１５３６年 （天文５年） 頼武の弟・頼芸が守護になる
１５４２年 （天文11年） 斎藤道三が大桑へ進攻する（「大桑大乱」）
１５４７年 （天文16年） 頼武の長男・頼純が死去する
１５４９年 （天文18年） 道三の娘が織田信長に嫁ぐ
１５５２年 （天文21年） 道三が頼芸を大桑から追放し、守護土岐氏は没落する。道三が稲葉山城下町を整備する

二
．大桑城解説土
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けんきゃくコース

ゆったりコース

はじかみ林道（市道）

門や入城者の監視施設が
あったと考えられる遺構。
「岩門」とも呼ばれている。

① 番所跡

敵の侵攻を阻むために、山の
側面を掘り下げた溝。
（地図中に茶色で示した堀状
の遺構）

竪堀・堀切

山の斜面を平らにならした
り、削ったりして造られた大
小の区画。一部の曲輪か
らは、戦国時代の陶磁器
などが出土しており、屋敷
等が建てられた場所と考
えられる。
（地図中に示した面状の
遺構）

曲輪
古城山腹に位置し、現在も
水をたたえている。土岐頼
芸が斎藤道三との戦いに敗
れ逃げる際、家宝の「金色
の鶏」をこの井戸に隠したと
いわれ、元日の朝にこの井
戸から鶏の鳴く声を聞いた
者は、長生きできるという言
い伝えがある（金鶏伝説）。

※急斜面にあるため、訪れ
　る際はご注意ください。

② 切井戸
城内で中心となる
曲輪で、近世城郭
の天守台にあたる
場所。

③ 主郭部

③ 古城山 407.5m 

至岐阜

至中洞

はじかみ林道より徒歩約５分
のところにある。
古城山全体を見渡せるほか、
伊吹山や濃尾平野などの眺望
を楽しめる。

城山展望台

山麓の古城山登山口より古城山
を登るコースで、大桑城の遺構を
見ながら山頂を目指します。ルート
の一部に傾斜の急な所があり、距
離もあることから、体力に自信の
ある方におすすめです。

けんきゃくコース

け
ん
き
ゃ
く
コ
ー
ス

はじかみ林道の峠にある登山口よ
り古城山を登るコースです。ルート
の大半は緩やかで、距離も長くな
いことから、古城山山頂からの雄
大な眺めを楽しみたい方におすす
めです。

ゆったりコース

山頂からの雄大な眺めを
気軽に楽しみたい方

大桑城の遺構と
山歩きを楽しみたい方

ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス

古
城
山

歴
史
・
登
山
マ
ッ
プ

約2.1㎞ 
山頂まで

山頂まで

距離 60～90分時間

約75０ｍ 距離 2０～30分時間

駐車場 お手洗い

古城山登山口
（けんきゃくコース）

大型
バス
駐車
可

はじかみ林道登山口
（ゆったりコース）

はじかみ林道

昭和63年に建てら
れた高さ約3ｍの模
擬天守閣。
戦国時代には無
かった建物だが、写
真映えするスポット
の１つ。

ミニ大桑城

大桑城では曲輪群の側面に石
垣が築かれていたと考えられて
いる。
写真は石垣とみられる遺構。

石垣

①
②
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けんきゃくコース

ゆったりコース

はじかみ林道（市道）

門や入城者の監視施設が
あったと考えられる遺構。
「岩門」とも呼ばれている。

① 番所跡

敵の侵攻を阻むために、山の
側面を掘り下げた溝。
（地図中に茶色で示した堀状
の遺構）

竪堀・堀切

山の斜面を平らにならした
り、削ったりして造られた大
小の区画。一部の曲輪か
らは、戦国時代の陶磁器
などが出土しており、屋敷
等が建てられた場所と考
えられる。
（地図中に示した面状の
遺構）

曲輪
古城山腹に位置し、現在も
水をたたえている。土岐頼
芸が斎藤道三との戦いに敗
れ逃げる際、家宝の「金色
の鶏」をこの井戸に隠したと
いわれ、元日の朝にこの井
戸から鶏の鳴く声を聞いた
者は、長生きできるという言
い伝えがある（金鶏伝説）。

※急斜面にあるため、訪れ
　る際はご注意ください。

② 切井戸
城内で中心となる
曲輪で、近世城郭
の天守台にあたる
場所。

③ 主郭部

③ 古城山 407.5m 

至岐阜

至中洞

はじかみ林道より徒歩約５分
のところにある。
古城山全体を見渡せるほか、
伊吹山や濃尾平野などの眺望
を楽しめる。

城山展望台

山麓の古城山登山口より古城山
を登るコースで、大桑城の遺構を
見ながら山頂を目指します。ルート
の一部に傾斜の急な所があり、距
離もあることから、体力に自信の
ある方におすすめです。

けんきゃくコース

け
ん
き
ゃ
く
コ
ー
ス

はじかみ林道の峠にある登山口よ
り古城山を登るコースです。ルート
の大半は緩やかで、距離も長くな
いことから、古城山山頂からの雄
大な眺めを楽しみたい方におすす
めです。

ゆったりコース

山頂からの雄大な眺めを
気軽に楽しみたい方

大桑城の遺構と
山歩きを楽しみたい方

ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス

古
城
山

歴
史
・
登
山
マ
ッ
プ

約2.1㎞ 
山頂まで

山頂まで

距離 60～90分時間

約75０ｍ 距離 2０～30分時間

駐車場 お手洗い

古城山登山口
（けんきゃくコース）

大型
バス
駐車
可

はじかみ林道登山口
（ゆったりコース）

はじかみ林道

昭和63年に建てら
れた高さ約3ｍの模
擬天守閣。
戦国時代には無
かった建物だが、写
真映えするスポット
の１つ。

ミニ大桑城

大桑城では曲輪群の側面に石
垣が築かれていたと考えられて
いる。
写真は石垣とみられる遺構。

石垣

①
②

三
．

大
桑
城
の
2
つ
の
登
山
道
を
案
内
し
ま
す
。

3D
に
す
る
こ
と
で
、
登
山
道
の
傾
斜
や
距
離
、
大
桑

城
の
構
造
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
ま
す
。

大
桑
城
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
や
駐
車
場
の

位
置
な
ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

大桑城登山MAP

大桑城歴史・登山マップ

仕様：A3四つ折り　フルカラー
市役所ロビー、各公共施設、四国
山香りの森公園、ふれあいバザー
ル、てんこもりなどに設置してい
ます。
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